
・損益状況につきましては、有価証券利息配当金や株式等売却益
の増加等により、経常収益は前年同期比1億96百万円増加の
68億32百万円となりました。与信関連費用は前年同期比で減
少したものの、国債等債券関係損益の減少やコア業務純益の減
少により、経常利益は前年同期比39百万円減少の9億11百万
円、中間純利益は前年同期比69百万円減少の5億53百万円と
なりました。

・預金残高につきましては、個人預金や公金預金が増加したこと
から、前年同期比341億円増加の1兆5億円となり、初めて1兆
円を突破いたしました。

・貸出金残高につきましては、新型コロナウイルス感染拡大に
伴い影響を受けた取引先への積極的な資金支援を行い、中小
企業向け貸出が増加したことから、前年同期比198億円増加
の8,565億円となり、中間期末として過去最高を更新しており
ます。

■業績の概況（単体）

■主要な経営指標等の推移

回　次 第157期中間 第158期中間 第159期中間 第157期 第158期

決算年月 2020年9月 2021年9月 2022年9月 2021年3月 2022年3月

経常収益 百万円 6,413 6,636 6,832 13,016 12,952

経常利益 百万円 636 950 911 1,571 429

中間純利益 百万円 371 622 553 － －

当期純利益 百万円 － － － 969 868

資本金 百万円 9,061 9,061 9,061 9,061 9,061

発行済株式総数 千株 9,619 9,619 9,619 9,619 9,619

純資産額 百万円 46,804 47,920 47,206 47,642 47,918

総資産額 百万円 1,051,108 1,095,768 1,087,786 1,083,396 1,106,798

預金残高 百万円 938,229 966,455 1,000,551 955,384 981,020

貸出金残高 百万円 821,756 836,739 856,585 829,358 849,525

有価証券残高 百万円 103,548 124,470 123,562 121,683 128,084

1株当たり配当額 円 25.00 25.00 25.00 50.00 50.00

自己資本比率 ％ 4.4 4.3 4.3 4.3 4.3

単体自己資本比率（国内基準） ％ 8.24 7.93 8.41 8.12 8.48

従業員数
人

675 666 661 656 643

（外、平均臨時従業員数） (188) (186) (174) (188) (185)

（注）1.自己資本比率は、（中間）期末純資産の部合計を（中間）期末資産の部の合計で除して算出しております。
　　2.単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく2006年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。

当行は国内基準を採用しております。

単体情報
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